
龍り
う

翔し
よ
う

寺じ

〔
旧
西
京
安や
す

井ゐ

村
に
あ
り
、
応
仁
の
火
後
廃
す
。
今
大
徳
寺
演え

法は
ふ

堂
正
受
の
北
に
あ
り
、
開
山
南な
ん

浦ほ

和
尚
、
入に
ふ

宋そ
う

虚き

堂だ
う

和
尚
に

法
嗣
す
、
延
慶
元
年
十
二
月
廿
九
日
寂
す
、
七
十
四
歳
、
諡2

円え
ん

通つ
う

大だ
い

応お
う

国
師1

。
宋
よ
り
帰
朝
の
後
、
興こ
う

徳と
く

万ま
ん

寿じ
ゆ

建
長
等
に
止
錫
し
、
又
西

京
龍り
う

翔し
や
う、

豊ぶ
ん

後ご

の
円ゑ
ん

福ふ
く

、
城
南
の
妙め
う

勝
等
し
よ
う
と
う、

師
を
奉
じ
て
開
祖
と
す
〕

客
　
　
　
殿
　
　
墨
絵
花
鳥
　
　
　
小を

栗ぐ
り

宗そ
う

丹た
ん

筆

南　
ノ

間
　
　
薄
彩
色
花
鳥
　
　
同
　
　
　
筆


